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III.2.8 現地調査の取りまとめ 

海底ごみを回収する漁具漁法や操業日数等が異なるため、単純に結果を比較することは

できないが、実証地域（7 海域）の海底ごみの個数、重量及び容積の計測結果並びにそれら

の密度を整理した。 

 

 個数、重量及び容積 

実証地域において、回収したごみの計測結果は、III.2-55 及び図 III.2-101 に示すとお

りである。なお、海域により調査日数が異なったため、合計値を稼働隻数で除し、隻日平

均を算出した。 

隻日平均の個数は、青島沿岸域が最も多く、次いで宗像市沿岸域であり、その他の地域

はあまり変わらない結果となった。 

隻日平均の重量は、金沢市沿岸域が最も大きく、次いで淡路島沿岸域となった。金沢市

沿岸域では木（木材等）、淡路島沿岸域ではプラスチックの重量に起因した結果となった。 

隻日平均の容積は、プラスチックに起因し、金沢市沿岸域が 123.3L、淡路島沿岸域が 89.8

Ｌと多かった。 

底刺し網漁業で海底ごみの回収を行った宗像市沿岸域では、重量物のごみは少なかった

が、底びき網漁業と同等又はそれ以上にプラスチックが多く回収された。 

 

表 III.2-55 海底ごみの計測結果まとめ（計測値） 

  

計測結果（個数：個）

海域名
プラス
チック

発泡スチ
ロール

天然繊
維・革

ガラス
&陶磁器

金属
紙・

段ボール
ゴム

木
(木材等)

大型ごみ その他 合計
隻日
平均

加賀市沿岸域 347 - 36 4 28 24 11 24 1 - 475 24

金沢市沿岸域 587 2 56 8 137 - 58 113 2 - 963 48

東京湾 1,145 - 43 3 64 - 51 42 - - 1,348 67

淡路島沿岸域 812 3 100 2 45 4 17 23 - 4 1,010 37

宗像市沿岸域 5,653 5 19 1 44 63 58 - - - 5,843 81

八代海 532 - 36 14 131 6 5 11 - 3 738 37

青島沿岸域 3,237 1 14 3 122 18 169 3 - 2 3,569 155

計測結果（重量：kg）

海域名
プラス
チック

発泡スチ
ロール

天然繊
維・革

ガラス
&陶磁器

金属
紙・

段ボール
ゴム

木
(木材等)

大型ごみ その他 合計
隻日
平均

加賀市沿岸域 66.90 - 22.60 1.23 2.46 0.91 1.61 28.30 0.69 - 124.7 6.23

金沢市沿岸域 98.69 0.01 14.54 3.21 12.17 - 14.25 211.30 13.80 - 368.0 18.40

東京湾 24.55 - 3.70 1.00 4.28 - 25.78 4.80 - - 64.1 3.21

淡路島沿岸域 115.99 3.58 12.69 0.16 16.91 0.15 16.52 2.70 - 2.90 171.6 6.36

宗像市沿岸域 100.89 0.01 2.61 0.05 0.73 3.43 3.95 - - - 111.7 1.55

八代海 10.11 - 2.08 2.85 3.62 0.40 0.24 0.68 - 0.14 20.1 1.00

青島沿岸域 59.59 0.00 0.82 1.38 3.13 0.12 1.45 12.30 - 0.10 78.9 3.43

計測結果（容積：L）

海域名
プラス
チック

発泡スチ
ロール

天然繊
維・革

ガラス
&陶磁器

金属
紙・

段ボール
ゴム

木
(木材等)

大型ごみ その他 合計
隻日
平均

加賀市沿岸域 548.82 - 40.50 1.51 9.90 1.15 1.94 30.12 0.75 - 634.7 31.73

金沢市沿岸域 1,371.17 0.15 80.22 4.00 87.36 - 62.50 764.99 95.19 - 2,465.6 123.28

東京湾 484.87 - 18.73 2.25 60.26 - 191.82 13.48 - - 771.4 38.57

淡路島沿岸域 1,546.15 266.00 127.00 0.42 154.07 4.26 180.30 56.00 - 90.00 2,424.2 89.79

宗像市沿岸域 2,215.94 1.26 16.05 0.20 22.08 31.09 50.75 - - - 2,337.4 32.46

八代海 284.14 - 11.07 3.52 32.48 1.81 1.29 1.90 - 2.72 338.9 16.95

青島沿岸域 1,227.70 0.07 10.61 3.36 52.74 3.59 32.70 17.01 - 3.21 1,351.0 58.74

※表中の「-」は、該当する数値（回収された海底ごみ）が存在しないことを示す。

※加賀市沿岸域～八代海までは底びき網漁業、宗像市沿岸域は底刺し網漁業により海底ごみを回収した。
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図 III.2-101 実証地域の計測結果まとめ（実数） 
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 密度 

実証地域における個数・重量・容積の密度は、表 III.2-56 及び図 III.2-102 に示すとお

りである。 

回収方法が異なるため、一律の比較はできないが、底びき網漁業による回収では、個数

密度が青島沿岸域、東京湾、重量密度は淡路島沿岸域、金沢市沿岸域、容積密度は淡路島

沿岸域で大きい結果となった。また、固定式底刺し網漁業で実施した宗像市沿岸域でも、

プラスチックを主体に、多くのごみが回収された。 

 

表 III.2-56 海底ごみの個数・重量・容積の密度 

 

 

  

個数密度（個/k㎡）

海域名
プラス
チック

発泡スチ
ロール

天然繊維・
革

ガラス
&陶磁器

金属
紙・

段ボール
ゴム

木
(木材等)

大型ごみ その他 合計
隻日
平均

加賀市沿岸域 70.16 - 7.28 0.81 5.66 4.85 2.22 4.85 0.20 - 96.04 4.80

金沢市沿岸域 66.99 0.23 6.39 0.91 15.64 - 6.62 12.90 0.23 - 109.90 5.50

東京湾 319.29 - 11.99 0.84 17.85 - 14.22 11.71 - - 375.90 18.79

淡路島沿岸域 332.69 1.23 40.97 0.82 18.44 1.64 6.97 9.42 - 1.64 413.82 15.33

宗像市沿岸域 14,783.57 13.08 49.69 2.62 115.07 164.76 151.68 - - - 15,280.45 212.23

八代海 103.15 - 6.98 2.71 25.40 1.16 0.97 2.13 - 0.58 143.09 7.15

青島沿岸域 412.55 0.13 1.78 0.38 15.55 2.29 21.54 0.38 - 0.25 454.87 19.78

重量密度（kg/k㎡）

海域名
プラス
チック

発泡スチ
ロール

天然繊維・
革

ガラス
&陶磁器

金属
紙・

段ボール
ゴム

木
(木材等)

大型ごみ その他 合計
隻日
平均

加賀市沿岸域 13.53 - 4.57 0.25 0.50 0.18 0.32 5.72 0.14 - 25.21 1.26

金沢市沿岸域 11.26 0.00 1.66 0.37 1.39 - 1.63 24.11 1.57 - 41.99 2.10

東京湾 6.85 - 1.03 0.28 1.19 - 7.19 1.34 - - 17.88 0.89

淡路島沿岸域 47.52 1.47 5.20 0.07 6.93 0.06 6.77 1.11 - 1.19 70.31 2.60

宗像市沿岸域 263.83 0.03 6.84 0.13 1.90 8.98 10.33 - - - 292.03 4.06

八代海 1.96 - 0.40 0.55 0.70 0.08 0.05 0.13 - 0.03 3.90 0.19

青島沿岸域 7.59 0.00 0.10 0.18 0.40 0.02 0.18 1.57 - 0.01 10.05 0.44

容積密度（L/k㎡）

海域名
プラス
チック

発泡スチ
ロール

天然繊維・
革

ガラス
&陶磁器

金属
紙・

段ボール
ゴム

木
(木材等)

大型ごみ その他 合計
隻日
平均

加賀市沿岸域 110.96 - 8.19 0.31 2.00 0.23 0.39 6.09 0.15 - 128.32 6.42

金沢市沿岸域 156.49 0.02 9.16 0.46 9.97 - 7.13 87.30 10.86 - 281.39 14.07

東京湾 135.21 - 5.22 0.63 16.80 - 53.49 3.76 - - 215.11 10.76

淡路島沿岸域 633.49 108.99 52.03 0.17 63.13 1.75 73.87 22.94 - 36.87 993.25 36.79

宗像市沿岸域 5,795.05 3.29 41.98 0.51 57.75 81.31 132.72 - - - 6,112.61 84.90

八代海 55.09 - 2.15 0.68 6.30 0.35 0.25 0.37 - 0.53 65.71 3.29

青島沿岸域 156.47 0.01 1.35 0.43 6.72 0.46 4.17 2.17 - 0.41 172.18 7.49

※表中の「-」は、該当する数値（回収された海底ごみ）が存在しないことを示す。

※加賀市沿岸域～八代海までは底びき網漁業、宗像市沿岸域は底刺し網漁業により海底ごみを回収した。
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図 III.2-102 実証地域の計測結果まとめ（密度）  
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 プラスチック等の詳細分類について 

各海域で割合の大きかった容積ベースのプラスチックについて、細分類した結果を図

III.2-103 に示すとおりである。 

プラスチック類の内訳は、プラ袋類は加賀市沿岸域、宗像市沿岸域及び八代海で、プラ

ロープ・ひも・テープ類は淡路島沿岸域で、プラボトルは青島沿岸域でそれぞれ最も多く、

海域ごみ全体の約 3 割を占めた。金沢市沿岸域では木材等、東京湾ではタイヤを主とした

ゴムが約 3 割を占めたため、両海域ではプラスチックのごみは全体の約 6 割と他の海域に

比べて少なかったが、金沢市沿岸域ではプラ漁具（その他漁種）、東京湾ではプラその他が

それぞれ約 2 割を占めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 III.2-103 実証地域の容積（計測値）計測結果（プラスチック等の細分類） 
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第IV章 検討会の資料作成支援 

本業務の実施にあたっては、別途発注業務において開催する調査方針及び調査結果の取り

まとめに関する検討会（「令和 2年度 海洋ごみの実態と効果的・効率的な海洋ごみ回収に

関する検討会」）のための資料作成及び内容説明を行った。作成する資料については、検討

会事務局及び環境省担当官と十分に協議し、円滑な議事進行に協力した。また、検討委員か

らの調査に係る改善案等は、可能な限り現地調査に反映するよう努めた。 

 

開催時期と資料項目は、以下に示すとおりである。 

また、各資料の抜粋は図 IV-1～図 IV-3 に示す。 

 

(1) 第 1 回：令和 2 年 11 月 6 日（金）13:00～15:00 

資料 3-1 漁業者と自治体の協力による海底ごみ回収マニュアル（仮称） 

資料 3-2 令和 2 年度漁業者の協力による海底ごみ回収実証調査全体計画 

資料 3-3 海底ごみモニタリング調査方法及びガイドライン 

資料 3-4 実証海域における漁業者の協力による海底ごみ回収計画 

資料 3-5 <海底ごみ回収事業にご協力頂く自治体の方々へ> 

          ～アンケート回答のお願い～（協力漁協、自治体用） 

参考資料 1 操業海域図 

参考資料 2 操業隻日 20 隻日の妥当性 

 

(2)第 2 回：令和 3 年 1月 7 日（木）15:00～17:00 

資料 4-1 自治体及び漁業協同組合へのアンケート回収状況 

資料 4-2 調査量の設定 

 

(3)第 3 回：令和 3 年 3月 9 日（火）10:00～12:00 

資料 2-1 アンケート結果とマニュアル化に向けての方向性（案） 

資料 2-2 漁業者と自治体の協力による海洋ごみ回収マニュアル（仮称）骨子案 

資料 2-3 目的に応じた実態把握調査手法の方向性（案） 

参考資料 2 現地調査結果 
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図 IV-1(1) 第 1回検討会資料（抜粋） 
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図 IV-1(2) 第 1回検討会資料（抜粋）  
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図 IV-1(3) 第 1回検討会資料（抜粋） 
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図 IV-1(4) 第 1回検討会資料（抜粋）  
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図 IV-1(5) 第 1回検討会資料（抜粋）  
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図 IV-2(1) 第 2回検討会資料（抜粋）  



IV-8 

 

図 IV-2(2) 第 2回検討会資料（抜粋） 
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図 IV-2(3) 第 2回検討会資料（抜粋） 
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漁業者と⾃治体の協⼒による海洋ごみ回収マニュアル(仮称) ⾻⼦案 

１．概要 

1.1 背景 

〇「海岸漂着物対策を総合的かつ効果的に推進するための基本的な方針」（令和元年 5 月 31

日変更閣議定）、「海洋プラスチックごみ対策アクションプラン」（令和元年 5 月 31 日海

洋プラスチックごみ対策の推進に関する関係閣僚会議決定）等において、漁業者の協力を得

て、操業時に回収した海底ごみを持ち帰ることなどを促進することとしている。 

1.2 ⽬的 

〇 ①効果的かつ持続的なものとする、②今後取組を始める地域の漁業者、自治体等関係者の

モチベーションを向上させる、③海洋ごみ回収の効果が得られない場合には、発生抑制対策

に必要な情報を得る等のことを目的として、自治体・漁業者等地域の関係者が利用できるマ

ニュアルを作成する。 

○想定する取組は、漁業者が漁業操業時に海洋ごみ（海底ごみ・漂流ごみ）を回収し、自治体

が処分するもの。海洋ごみを回収するためだけの操業は想定しない。 

 

２．海洋ごみ回収の取組の検討開始 

2.1 取組組事例の動機と効果 

○自治体に対するアンケートでは「地域への美化促進・啓発活動」を動機として取組を開始し

たという意見が多かった。 

○漁業協同組合に対するアンケートでは、「漁場改善・維持管理」「生態系の保全」を期待し

て開始したという意見が多かった。これらについて、具体的な効果発現事例を示す。 

 

2.2 海洋ごみ回収を⾏うための⼿順・検討事項 

○手順・検討事項について、先行事例から留意点などを整理する。 

 

図 IV-3(1) 第 3回検討会資料（抜粋）  

令和2年度 海洋ごみ実態把握検討会 

 第 3 回 資料 2-2(2021.3.9) 
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2.3 ⾃治体と漁業者（漁業協同組合）との関係構築 

○関係構築について、先行事例から課題・優良事例を整理する。 

 

３．海洋ごみ回収・処分⼿法の⼯夫 

3.1 海洋ごみの分布 

○海洋ごみが多くなりやすい場所・時期について、先行事例や文献から一般的な事項（河口

域、滞留域など）を整理する。 

 

3.2 海洋ごみの回収 

○漁業種類（沖合底びき網、小型底びき網、釣、刺網、定置網、海面養殖 等）に応じた回収

方法等について先行事例から課題・優良事例を整理する。 

 

3.3 海洋ごみの分別・保管 

○港・陸上での保管場所の確保、保管場所への海洋ごみ以外の投棄対策、保管場所の臭気対策

等について、先行事例から課題・優良事例を整理する。 

 

４．状況把握のための調査⼿法 
○目的に応じた調査手法について、実証地域での検討を踏まえ整理する。（詳細は別紙） 

 

５．情報発信の⼯夫 
○発生抑制対策のため、海洋ごみの実態、漁業者の協力による取組状況、海洋ごみ回収による

効果等を地域に情報発信する際の工夫について、先行事例から課題・優良事例を整理する。 

○特に、情報発信先に応じた効果的な情報発信媒体、内容の工夫を具体的に例示する。 

 

図 IV-3(2) 第 3 回検討会資料（抜粋） 
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